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は地域の一員の立場で電機連合奈良地協の活動に引き続き尽力

したい。」などと語った。会場からは出席者全員の大きな拍手

で永年の労をねぎらった。

なお、本大会に提案された報告事項および審議事項はすべて

原案どおり承認・可決され、2015 年度の地協活動が始まった。

第 28回定期大会報告
電機連合奈良地方協議会（以下「地協」）の第 28 回定期大

会が 2015 年 9 月 11 日（金 )、かしはら万葉ホールで開催さ

れた。

冒頭、電機連合公認候補として

来年夏の参議院選に立候補を予定

している「矢田わか子」候補から

あいさつがあり、立候補に至った

経緯や国政に臨むにあたっての強

い思いを語った。

電機連合本部からは、野中孝泰 

中央書記長、連合奈良に送り出し

ている小山淳二 連合奈良会長らも

お越しいただき祝辞を受けた。また、奈良県特別顧問産業政策

参与の志賀通孝 相談役から活動報告を受けた。

本大会における表彰では、６期 24 年間の長年にわたり大和

郡山市議会議員として、また電機連合奈良地協の顧問議員とし

て勤め上げた西川健次 前顧問議員に対する功労表彰の提案が

あり、全会一致で承認された。

西川本人からは、在任期間の活動の振り返りも交えながら、

「立場は変わるがこれまでの議員としての経験を活かし、今後

来年夏の参議院選勝利を誓い、
	 2015 年 度 の 活 動 始 ま る

組織強化・組織拡大を
阪田議長あいさつ（要旨）

日ごろの地協の活動への

ご尽力に感謝を申し上げる。

2015 年４月の統一地方選挙
我々、奈良地協の組織内

議員・重点推薦議員４人全

員が当選できたことは、組

合員をはじめとする多くの方のご支援の賜物であり、改めて御

礼を申し上げる。また、６期 24 年にわたり、ご尽力いただい

た西川健次さんと、それを支えていただいた支部、地協のみな

さんにも感謝したい。

また、この機会に改めて組織として議員を擁立しているのは

何のためかを考えたい。議員としての損得でなく、強いものに

流されることなく、市民目線でものを見て、その本質を突き、

言うべきことを言い、やるべきことをやる。地域や組合員は、

そんな議員としての行動に期待している。議員を輩出する組織

としての自信と誇りを持ち、変わらぬお支えをお願いしたい。

安倍政権の経済政策の限界
アベノミクス３本の矢である①金融緩和　②財政出動　③成

長戦略のうち、①は新札の大量発行、②の実態は公共事業の促
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役職 氏名 出身単組・支部 新
議 長 阪田　聖司 パナソニックアプライアンス労組 奈良地区支部
副 議 長 葛本　佳司 シャープ労組 奈良支部

原田　哲季 三笠コカ・コーラグループ労連
稲津　和之 シャープ労組 天理支部
池田　寿和 パナソニックアプライアンス労組 奈良地区支部
木村　篤司 シャープ労組 葛城支部

特別副議長 小山　淳二 連合奈良 会長
事 務 局 長 小谷　久己 電機連合奈良地方協議会専従
常 任 幹 事 橋本　　修 シャープ労組 奈良支部

田中　篤史 シャープ労組 奈良支部
山本　　勝 シャープ労組 天理支部
中尾　英治 シャープ労組 葛城支部
本間　久士 パナソニックアプライアンス労組 奈良地区支部
上野　高司 ワコー電子労組
 磯部　淳哉 パナホーム労組 近畿営業支部 奈良分会
藤井　和典 ケイミュー労組 奈良支部

会 計 監 査 福山　　祐 パナソニックアプライアンス労組 奈良地区支部
臼倉　奈留 シャープ労組 天理支部

顧 問 議 員 林　ひろふみ 大和郡山市議会議員
岡田　こうじ 桜井市議会議員
西川しげかず 大和高田市議会議員
ふじの　良次 奈良県議会議員 新

相 談 役 志賀　通孝
書 記 笠井みゆき 電機連合奈良地方協議会専従

進であり、これらはデフレに対するカンフル剤だ。短期間での

インパクト効果は期待できるものの長持ちはしない。③は規制

緩和以外に目を見張るものがない。また、規制緩和でやろうと

していることは派遣法や労働基準法の改悪だ。一部でＴＰＰの

推進などもあるが、本腰を入れるべきは名ばかりの地方創生で

なく、権限とお金を霞ヶ関から大幅に地方へ移譲することであ

り、地方の独自性や特徴を育むことに注力すべきだ。さらには、

成長戦略における大事な側面である需要者側への施策は皆無で

あり、消費の上がらない最大の要因は将来不安にある。このよ

うに需要者側に対する視点や生活者の実態を見ずしては、片手

落ちの施策になるだろう。

長期視点に立ってさまざまな問題に正対し、体系立った考え

で施策を進めることができていない今の政権運営は限界がきて

いると考えている。

厳しい今こそ労働組合の出番
我々、電機産業の状況であるが、それぞれ企業の強みで勝負

していくための経営リソースの選別と集中を各社で加速させて

おり、奈良地協の構成労組の各社も依然厳しい状況が続いてい

る。今こそ労働組合の原点に戻り、現場活動を機能させる。組

合員に見える活動とそこから出てくるさまざまな意見の本質に

迫り、組織論議や労使協議を通じて個々人を昇華させていくこ

とだ。日ごろの経営チェックとフォローを行い、役員として人

間として成長できる機会と捉え、ともに頑張っていきたい。

『矢田わか子』の取り組み
現在話題の安保論議も含め、国政は問題だらけだ。だからこ

そ我々の代表を国会議員に送り出すことが重要である。まずは

組合員に理解してもらうこと。それなしに家族や知人の方に真

剣にお願いしてもらうことはできない。

その上でのポイントは、矢田わか子は全国区の比例代表選挙

の候補者であり、18 歳以上の日本国民誰でも投票ができるこ

と。地方選挙では、１世帯が複数の陣営から協力依頼を受ける

のは当たり前だが、比例代表の候補者をお願いされているケー

スはまれで、活動量が確実に票に反映されることからもしっか

り頑張っていかなければならない。また、奈良地協としてこの

取り組みにはもうひとつ大きなポイントがある。それは、４人

の組織内、重点推薦議員を擁していること。それぞれの組織と

議員とが連携して４月の選挙と同じように取り組めるかにか

かっている。なにとぞよろしくお願いしたい。

さまざま申し上げたが、今こそ私たちが行動しなければなら

ないときだ。

『あなたと動けば、未来は変わる！』そして『私が動いて、

未来を変える！』そんな思いでともに頑張ろう。

第 28回定期大会附議事項
報告・確認事項

2014 年度一般経過報告及び活動報告に関する件

2014 年度会計決算報告及び監査報告に関する件

議事

第 1 号議案 加盟組合の脱退に関する件

第 2 号議案 2015 年度運動方針に関する件

第３号議案 2015 年度予算に関する件

第４号議案 規約改訂・規約新設に関する件

第５号議案 2015 年度役員体制に関する件

第６号議案 表彰に関する件

2015 年度役員体制


